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進路指針を活用しよう 
 進路指針を先週配付しました。進路・進学について何か分からないことがあったら、ページを開いてみてく

ださい。各自の進路実現に向けて、いろいろな情報がこの冊子の中には詰まっています。統計のページはもち

ろんのこと、その他のページも改訂していますので、５,６年生も一通り目を通してみてください。後期課程共

通の資料ですので、６年生にとっては「大学受験の基本常識」も多いと思いますが、一読しておきましょう。 

４年生はセンター試験に替わる新テスト「大学入学共通テスト」を受験します。まだ不確定な要素もありま

すが、３月末の時点での最新情報を掲載してあります。今後明らかになってくる内容については順次、春告草

に掲載していきますので、しっかり研究してください。５年生、６年生も知識としては一応インプットしてお

いてください。もちろん、新テストにかかわることなく進路決定されることを祈っています。 

巻末にはワークシートを設け、模試結果の記録シートやオープンキャンパスのチェックシートも綴じてあり

ます。模試結果を記録していけば、自己の進路実現に向けての貴重な資料となるはずです。 

 各章ごとのポイントなどを示しますので、この点も参考にしながら利用してください。 

Ⅰ 進路ガイダンス 

１ 進路実現に向けて 

 各学年別に進路選択と学習のポイントを紹介しています。学年進行に合わせて、進むべき進路の方向性を明

確にしていかなければなりませんが、それと同時に進路実現に向けて自分にとって強みとなる部分はさらに強

化し、弱みは補強していかなければなりません。学年段階に応じた進路学習、教科学習を実現できるよう取り

組んでください。 

２ 進路研究 

 卒業後の進路は大学以外にも短期大学、専門学校、大学校、就職・公務員などがあります。これらについて

の簡単な説明を掲載してあります。大学については入学試験の大まかな説明や学部・学科系統別に研究する対

象などを説明してあります。進路研究を始めるきっかけとして利用してください。 

３ 進路研究とステージ論文 

 ４年生、５年生でそれぞれセカンドステージ、サードステージの各論文を作成しますが、論文のテーマ設定

などの場面においては、自身の進路選択と重ねて検討すると良いと思います。詳細については、学年担当の先

生から指導・説明がありますが、ステージ論文の作成を進める中で、進路研究がより一層深まるように取り組

んでください。 

４ 大学入試センター試験 

 本校生徒の多くが、大学入試センター試験を受験します。出願は６年次の１０月、受験は１月です。国公立

大学受験には必須の試験で、私立大学でも「センター利用方式」の入学試験が実施されています。志望校受験

のためには、何を受験しなければいけないのかなど、試験の概要はしっかりと押さえておきましょう。 

５ 新テスト「大学入学共通テスト」 

 ６期生以降の生徒はセンター試験に代わる新テストを受験します。大学入試における位置づけはセンター試

験と変わりはありませんが、これまでよりも思考力、判断力、表現力をより重視するテストへ転換します。こ

のために、国語、数学に記述問題が組み込まれ、英語の外部試験が導入されることになったのです。当然です

が、この動きは５年生、６年生が受験する入試にも影響が出てきます。しっかり目を通しておきましょう。 



６ 三鷹スタンダードと学習到達ゾーン 

 各学年とも「学診テスト」を年間計画に従って実施していますが、実施する目的の一つは「全国的な学力位

置を把握し、進路目標を明確にし、以後の学力向上に向けての資料として役立てる」ことにあります。毎回毎

回細かく変動する全国偏差値ではなく、学習到達ゾーンで学力位置を大まかに捉えて、進路実現に向けてこの

レベルまで到達できるよう計画していきましょう。 

７ 調査書と評価の仕組み 

 受験にあたっては「調査書」を出願書類と共に提出先へ送付します。これは、後期課程３年間の学業成績や

特別活動、出席状況などを記載した書類です。学業成績については、教科別の評定平均値や全体の評定平均値、

成績段階なども記載されます。どのように計算されるのかなど、基本を学習しておきましょう。 

８ 進路指導部より 

 本校における進路指導計画などについて記載しました。進路資料室の利用方法も確認し、積極的に利用して

ください。 

Ⅱ 大学受験体験記 

 ３月に卒業した三期生から受験体験記を寄せていただきました。先輩方の大学受験体験から得られたアドバ

イスはこれから大学受験を迎える６年生はもちろん、進路探究の段階にある４年生、５年生にとっても貴重な

ものとなるでしょう。 

Ⅲ 資料 

 卒業生の進路状況についての紹介ページです。２０１８年度入試については、学部別の受験者数・合格者数・入

学者数も分かります。合格もあれば不合格もあるのが入学試験です。合格数だけに目が向きがちですが、現実

を見れば、大学入試が厳しいものであることが分かるでしょう。 

ワークシート集 

 学診テストの目標設定と振り返りのため、各回の成績

を記録しておきましょう。SP は各自の強みとなる部分、

WP は弱点部分です。これらを教科別にまとめてみるこ

とで、各自の課題なども明確になってきます。次回へ向

けての目標点や目標順位、更に具体的な取り組みを教科

別に記入し、実行してみましょう。まずは、４月に返却

された「スタディサポート」の結果を記録しておきまし

ょう。（Ｐ.１１に記入見本があります） 

 後半には、オープンキャンパス関係のワークシートを

入れてあります。４年生、５年生は、このページを利用

して有意義なキャンパス体験を実施してください。また

６年生も受験勉強の合間をみて、志望校を訪問する機会

がありましたら、ぜひ活用してください。進路変更など

があって、現在の志望大学を訪問したことがないのであ

れば、この夏休みが訪問するラストチャンスです。 

 模試の振り返り、オープンキャンパス関係ともに、担

任から冊子の提出が求められますが、すべてが自身の進

路探究、進路実現に向けての記録です。この１年間の軌

跡がしっかりと進路指針に刻まれるよう取り組んでく

ださい。 

 模試振り返り用ワークシートには、結果を記入するとともに、反

省点や次回へ向けての課題なども記入します。模試は受けっぱな

しにするのではなく、１回１回の見直し、積み重ねが後になって

活きてきます。 



大学受験体験談を聴こう！４年、５年の希望者も参加ＯＫ！ 

新年度が始まり早１か月、それぞれが１学年進級した自覚をもって過ごしてきたでしょうか。まもなく中間

試験です。しっかり準備しておきましょう。 

４年生は三鷹での学校生活の折り返し点を過ぎ、いよいよ高校の学習が始まりました。前期課程に比べてよ

り高度になった学習をこなさなければいけません。進度も早いですが、大学受験に向けての基盤となる部分で

すから、決して疎かにせず、毎日の学習を欠かさないようにしましょう。 

５年生は行事や部活動の中心となって活躍しなければいけない時期です。勉強との両立は誰でも悩むもので

すが、そこをうまくこなしてこその成長です。早速、合唱祭や鷹校祭の企画、準備で苦労が始まっていると思

います。しっかりと責任を果たしてください。行事をやり遂げた後に得られる充実感と自信が、来年迎える受

験勉強のパワーになっていくはずです。 

６年生は受験生に変身できましたか。中学受験以来の入試です。しかも、全国の受験生としのぎを削る大学

入試です。何の不安もなく勉強している人は一人もいないはずです。どうかその気持ちをうまくコントロール

して、ここは乗り切っていきましょう。 

さて、中間試験後には「在卒懇」が実施されます。３月に卒業した三期生を招いて、受験体験談を聴き、進

路選択や受験勉強に役立てるという企画です。三鷹高校時代から続いている進路行事で、志望校を決めた経緯

や受験勉強を振り返っての苦労話などは参考になるはずです。６年生対象の行事ですが、４年生、５年生も希

望者は参加して結構です。希望する人は進路部まで申し出てください。会場の関係から教室に入り切れない場

合は、６年生の希望を優先しますので、その場合は他の会場に回ってもらうこともあります。 

在卒懇に参加する卒業生の所属大学・学部は下表のとおりです。使用教室などは若干の変更があるかも知れ

ませんので、当日の案内で確認してください。 

分野 大学・学部・学科 会場 

Ａ 

文・外国語・ 

国際・教養学 

お茶の水女子大学 文教育学部 人文科学科 

第１講義室 
東京外国語大学 国際社会学部 西南ヨーロッパ第２地域専攻 

上智大学 外国語学部 フランス語学科  

早稲田大学 国際教養学部  

Ｂ 

法律・政治・ 

社会学 

一橋大学 社会学部  

６年Ｃ組教室 
横浜国立大学 都市科学部 都市社会共生学科 

慶應義塾大学 法学部  

中央大学 法学部 法律学科 

Ｃ 

経済・経営・商学 

お茶の水女子大学 生活科学部 人間生活学科 

６年Ａ組教室 
一橋大学 経済学部  

慶應義塾大学 経済学部 経済学科 

明治大学 商学部  

Ｄ 

教育・体育・芸術学 

筑波大学 体育専門学群  

第３講義室 
東京学芸大学 教育学部（学校教育系） 初等教育教員養成課程（幼児教育選修） 

東京学芸大学 教育学部（学校教育系） 中等教育教員養成課程（社会専攻） 

武蔵野美術大学 造形学部 工芸工業デザイン学科 

Ｅ 

理・工学 

北海道大学 総合理系  

６年Ｂ組教室 

電気通信大学 情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 

横浜国立大学 理工学部 化学生命系学科 

慶應義塾大学 理工学部 学門２（数学系） 
 東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科 

Ｆ 

生物・農学・看護・

薬学（医療） 

千葉大学 薬学部 薬学科 

６年Ｃ組教室 
東京医科歯科大学 医学部 保健衛生学科（看護学専攻） 

東京農工大学 農学部 生物生産学科 

北里大学 海洋生命学部 海洋生命科学科 

                       ※参加大学には一部変更があるかもしれません 

在卒懇参加大学 



推薦入試・ＡＯ入試のこと 
 ２０１６年度入試から難関国立大学での推薦・ＡＯ入試の導入、募集枠拡大の動きが活発になっている。 

２年前に東大、京大、昨年はお茶大、大阪大、そして今年は一橋でも全学部で推薦入試が始まった。入試の

多様化が進む中、推薦・ＡＯ入試の入学者の割合は拡大傾向にある。東北大では入学者の３割までを推薦・Ａ

Ｏで確保したいと表明していて、毎年その募集枠が拡大している。大学入試のメインの入口は一般入試である

ことに変わりはないが、推薦・ＡＯを全く無視して良いという時代は終わった。一通りの知識はもっておこう。 

推薦入試は公募制と指定校制 

 公募制推薦入試は、大学が提示した出願条件を満たしていれば、全国どの学校からでも出願できる推薦入試。

勿論、学校長の推薦が得られることが前提だが、大学によっては１つの高校からの出願数を制限する場合もあ

り、その場合は校内選考を通らなければいけない。国立大学は原則として公募制推薦で行われ、東大、京大を

はじめ上述の大学はすべて公募制である。公立大では一部で指定校制推薦を行っていて、大学が指定した高校

からしか出願を受け付けない。本校には、首都大学東京から指定を受けていて、これに応募する生徒もいる。 

 私立大学では、公募制と指定校制を併用している大学が多い。指定校制推薦では出願前、在籍校での校内選

考が前提であるから、出願すればほぼ合格する。ただし、入学後の成績などで翌年以降の推薦依頼状況に影響

が出る場合もあるので、入学後が大変である。 

 ２０１９年度入試における新情報としては、早稲田大学教育学部がこれまでの自己推薦を廃止し、指定校推薦を

新規実施する。募集枠が５０人から一気に１９０人へと拡大する。本校への推薦依頼の有無は分からないが、一般

入試の募集枠が７００人から５６０人へ削減されることは注意しておいた方が良い。 

最重要は「全体の評定平均値」 

 推薦入試の出願条件は、学業成績、現浪、併願の可否などであり、もっとも重要なのは学業成績である。学

業成績は、調査書に「全体の評定平均値」または「学習成績概評」として記載されている。国公立大学では全

体の評定平均値が４．０以上、もし

くは学習成績概評がＡ段階以上の

大学が多い。詳しくは進路指針３６

ページに解説してある。 

※調査書をネット登録  

２０２１年度入試からスタート 

 ４年生以下が受験する２０２１年度以降の入試では、調査書が「電子化」される予定で、現在その準備が進められている。これまで

は学校が作成した調査書を受験生が出願書類と一緒に大学へ提出していたが、電子化によりネット経由で「提出」することになる。

部活動や留学などの情報は生徒自身が登録することになるが、これまでの調査書に比べて多くの内容を詳細に書き込むことが可能

になり、高校３年間の成長過程から生徒の主体性や学ぶ意欲を多面的に評価することができるという。また、記入された内容は、高

校側で承認するようシステム設計されている。本格的な運用は２１年度入試だが、一部大学では次年度入試での導入も予定されて

いて、記載内容を点数化し、筆記試験に加算することも検討されている。 

安易な出願は禁物 

 一般入試に比べて、推薦・ＡＯ入試の出願時期は早い。ＡＯ入試は８月、推薦入試は１１月解禁となるので、「早

期に決着」をつけたい受験生は魅力を感じるだろうが、志望理由書など出願書類の作成には結構なエネルギー

と時間を割かれる。本校の卒業生も合格体験記に後輩へのメッセージを寄せているので、進路指針を読んでみ

るのも良いだろう。 

 右図は２０１８年度の私立大公募推薦の集計データである（１４０大学：志

願者数＝約２１万７千人 旺文社調べ）。前年度に比べ志願者は６％増えてい

るが、合格者は２％減っている。一般入試同様、「定員管理の厳格化」

は合格者の絞り込みという結果となっている。「ダメもと」でと出願し

てみたものの、「不合格通知」を手にすれば誰でも動揺するもの。結果

が出るまでの間も、「期待感」から勉強の手を緩めることも心配される。

くれぐれも、推薦・ＡＯ入試の出願は計画的に取り組んでいこう。 

学 習 成 績 概 評 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

全体の評定平均値 5.0～4.3 4.2～3.5 3.4～2.7 2.6～1.9 1.8以下 

 

全体の評定平均値＝ 
４年～６年１学期までの「全教科・科目の成績の合計 
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２０１８年度私立大学公募制推薦入試 

志願者・合格者動向 


